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町
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

中
は
矢
吹
町
議
会
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

矢
吹
町
議
会
も
平
成
25
年
か
ら
議

会
報
告
会
（
現
在
は
報
告
会
及
び
懇

談
会
）
の
開
催
か
ら
始
ま
り
、
平
成

27
年
に
は
矢
吹
町
議
会
基
本
条
例
の

制
定
、
前
回
の
改
選
時
か
ら
議
員
定

数
を
２
名
削
減
し
、
定
数
14
と
し
ま

し
た
。
平
成
29
年
に
は
町
民
の
代
表

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
よ
り
一
層

強
く
持
っ
て
活
動
す
る
た
め
の
、
矢

吹
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制

定
し
議
員
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
議
会
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質

問
で
は
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
、

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
録

画
配
信
を
行
う
等
、
議
会
改
革
や
議

会
活
性
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
県
内
と
県
外
、
二
つ
の
議

会
か
ら
の
視
察
研
修
の
申
し
出
が
あ

り
、
受
け
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
も
14
名
の
議
員
全
員
で
、

よ
り
一
層
の
議
会
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
か
ら
新
し
い
元
号
に

変
わ
り
ま
す
。
矢
吹
町
議
会
と
し
て

も
、
矢
吹
町
の
新
た
な
時
代
を
見
据

え
、
議
会
で
の
活
発
な
議
論
を
重
ね

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
立
ち

向
か
い
、
解
決
し
て
、
町
執
行
機
関

と
車
の
両
輪
と
し
て
共
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
夢
と

希
望
の
持
て
る
活
気
あ
ふ
れ
る
矢
吹

町
の
実
現
に
向
け
て
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
矢

吹
町
議
会
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
年
頭
あ
い
さ
つ

�

矢
吹
町
議
会
議
長
　
大
木
　
義
正
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矢
吹
町
子
ど
も
議
会

　
矢
吹
町
子
ど
も
議
会
が

平
成
30
年
10
月
26
日
、
矢

吹
町
議
会
議
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
野
崎
町
長
ほ

か
執
行
部
、
及
び
大
木
議

長
ほ
か
議
員
が
出
席
し
、

４
小
学
校
か
ら
選
ば
れ
た

20
名
の
子
ど
も
議
員
に
よ

り
進
行
さ
れ
、
８
名
の
一

般
質
問
に
対
し
、
町
長
、

教
育
長
よ
り
、
真
摯
な
答

弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
問
事
項

圓
谷
宇
太
（
三
神
小
）

年
齢
制
限
の
な
い
楽
し
め

る
場
所
を
作
る
計
画
は
。

町
長
　
公
園
の
整
備
や
複

合
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。

関
根
な
つ
（
三
神
小
）

４
小
学
校
６
年
生
の
交
流

の
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
４
小
学
校
の
皆

さ
ん
で
相
談
し
て
交
流
し

て
下
さ
い
。
そ
の
時
の
協

力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

仲
畠
千
尋
（
中
畑
小
）

通
学
路
の
県
道
に
、
街
路

灯
と
信
号
機
の
設
置
を
願

い
ま
す
。

町
長　
街
路
灯
に
つ
い
て

は
、
県
及
び
電
力
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
信
号
機

第
13
回
子
ど
も
議
会
開
催

に
つ
い
て
は
、
県
公
安
委

員
会
に
積
極
的
に
働
き
か

け
る
。

小
林
　
葵
（
中
畑
小
）

中
畑
小
学
校
の
雨
漏
り
や

ト
イ
レ
の
修
理
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
不
具
合
対

策
と
優
先
順
位
に
つ
い

て
。

教
育
長　
雨
漏
り
に
つ
い

て
は
部
分
的
に
補
修
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

順
次
改
善
す
る
計
画
。
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
に
洋
式
に
変
え
ま
す
。

山
邉
は
な
（
矢
吹
小
）

矢
吹
駅
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
照
明
と
洋
式
ト
イ
レ

の
設
置
を
願
う
。

町
長　
照
明
に
つ
い
て
は

調
査
し
整
備
す
る
。
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
洋
式
化

の
検
討
を
進
め
る
。

佐
藤
碧
華
（
矢
吹
小
）

矢
吹
小
の
シ
ン
ボ
ル
、
噴

水
の
復
活
を
願
う
。

教
育
長　
現
在
、
修
理
方

法
な
ど
の
点
検
を
行
っ
て

い
る
。
３
月
ま
で
に
は
修

理
を
完
了
す
る
。

石
井
一
瑳
（
善
郷
小
）

学
校
で
も
児
童
ク
ラ
ブ
で

も
、
活
動
を
自
由
に
行
わ

れ
る
よ
う
施
設
を
工
夫
で

き
な
い
か
。

教
育
長　
学
校
と
児
童
ク

ラ
ブ
が
両
立
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
る
。
又
、
別
の

場
所
の
確
保
に
つ
い
て
も

調
査
し
た
い
。

根
本
乃
衣
（
善
郷
小
）

通
学
路
の
歩
道
整
備
・
道

路
の
拡
幅
を
願
う
。

（
関
連
13
ペ
ー
ジ
）

次回議会のご案内

●12月議会の傍聴者は合計22名でした。ありがとうございました。

３月定例会 ○開　　会　　３月８日㈮　午前10時
○一般質問　　３月11日㈪・12日㈫予定

議会傍聴はどなたでもできます。	 	 申込みは不要です。直接役場３階議場へおいでください。
	 	 	 	 	 	 	 詳しくは町議会事務局にお問い合わせください。

TEL：0248-42-2118　　E-Mail：gikai@town.yabuki.fukushima.jp

発言席

傍聴席

子ども議員の皆さん

町
長　
小
学
校
区
毎
に
優

先
順
位
を
決
め
て
、
通
学

路
整
備
を
進
め
て
い
る
。
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平成30年度
補 正 予 算

　平成30年12月定例会は、12月７日から17日
までの11日間の会期で開きました。 
　町長提出の議案17件、諮問１件及び議員発議
１件を審議しました。
　この他、議会への請願を１件審議しました。

12月定例会のあらまし

審
査
結
果

議
案
第
57
号
・
矢
吹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
本
案
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
８
８
１
万
３

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
90
億
９
４

４
万
１
千
円
と
す
る
と
と
も
に
、
繰

越
明
許
費
の
設
定
及
び
地
方
債
の
補

正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
全
委
員
異
議
な
く

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

議　案 会　計　別 補正額 審査の結果
第58号 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,453千円減額 可　決

第59号 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 8,956千円減額 可　決

第60号 農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 981千円増額 可　決

第61号 介 護 保 険 特 別 会 計 33,508千円増額 可　決

第62号 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 44千円増額 可　決

第63号 水道事業会計
収 益 的 支 出 759千円増額

可　決
資 本 的 支 出 4,800千円増額

そ　の　他　の　補　正　予　算

議　案 条　例　名 審査の結果

第48号 議 会 議 員 の 議 員 報 酬、 期 末 手 当 及 び 費 用 弁 償 に 関 する 条 例 可　決

第49号 矢 吹 町 長 等 の 給 与 及 び 旅 費 に 関 す る 条 例 可　決

第50号 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 可　決

第51号 矢 吹 町 放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 設 置 及 び 運 営 に 関 す る 条 例 可　決

第52号 矢吹町立幼稚園預かり保育条例及び矢吹町子どものための教育保育給付に係る利用者負担額を定める条例 可　決

条　　例　　改　　正

議　案 施　設　名 指定管理者となる団体 審査の結果
第54号 矢 吹 町 福 祉 会 館 公益社団法人　矢吹町シルバー人材センター 可　決

第55号 大 正 ロ マ ン の 館 シュークル 可　決

指　定　管　理　者　の　指　定

予算委員会の様子
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主
な
質
疑
・
賛
否
表

第410回議会（11月）臨時議案・第411回議会（12月）定例会議案 賛否表
○は賛成、×は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示

議　案　名　称　等
議
員
名可･

否

冨
永
創
造

三
村
正
一

安
井
敬
博

加
藤
宏
樹

薄
葉
好
弘

鈴
木
一
夫

青
山
英
樹

鈴
木
隆
司

栗
崎
千
代
松

熊
田　

宏

吉
田　

伸

藤
井
精
七

角
田
秀
明

大
木
義
正

議案 第47号（仮称）矢吹泉崎バスストップ建築工事（上り線）請負契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第48号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第49号 矢吹町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第50号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第51号 矢吹町放課後児童クラブの設置および運営に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第52号 矢吹町立幼稚園預かり保育条例及び矢吹町子どものための教育・
保育給付に係る利用者負担額を定める条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議案 第53号（仮称）矢吹泉崎バスストップ駐車場整備工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第54号 矢吹町福祉会館の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第55号 大正ロマンの館の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 議
議案 第56号 福島県市町村総合事務組合規約の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第57号 平成30年度　矢吹町一般会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第58号 平成30年度　矢吹町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第59号 平成30年度　公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第60号 平成30年度　矢吹町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第61号 平成30年度　矢吹町介護保険特別会計補正予算（第２号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第62号 平成30年度　矢吹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第63号 平成30年度　矢吹町水道事業特別会計補正予算（第２号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
諮問 第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第64号 平成30年度　矢吹町一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
発議 第３号 後期高齢者の医療費自己負担２割への引き上げを行わないよう求める意見書（案）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

審
査
結
果

議
案
第
55
号　
大
正
ロ
マ

ン
の
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
大
正
ロ
マ
ン

の
館
に
係
る
指
定
管
理
業

務
の
指
定
期
間
が
今
年
度

で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
公

募
を
行
い
、
選
定
委
員
会

で
選
定
さ
れ
た
指
定
管
理

候
補
者
と
の
指
定
管
理
業

務
の
内
容
等
の
協
議
が
整

い
、
大
正
ロ
マ
ン
の
館
指

定
管
理
者
に
、
矢
吹
町
神

田
西
123
番
地
６
「
シ
ュ
ー

ク
ル
」
を
指
定
す
る
も
の

で
あ
り
、
指
定
期
間
を
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
34
年
３
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
現
在
の
指
定
管
理
者
の

３
年
間
の
運
営
を
鑑
み
、

課
題
が
多
く
あ
っ
た
と
見

受
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
緻

密
な
検
証
を
経
た
上
で
改

め
て
指
定
管
理
制
度
に
よ

る
運
営
を
提
案
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る

意
見
。

　
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

創
出
施
設
は
必
要
で
あ

り
、
か
つ
歴
史
あ
る
建
物

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
愛
町
心
が
芽
生
え
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
る
の
で

賛
成
す
る
意
見
。

　
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
審
査

請
願
第
５
号　
後
期
高
齢

者
の
医
療
費
自
己
負
担
２

割
へ
の
引
き
上
げ
に
反
対

す
る
請
願

　

本
件
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
お
い
て
、
医
療

費
の
自
己
負
担
分
を
２
割
へ

引
き
上
げ
な
い
こ
と
を
求
め

る
旨
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
政
府
関

係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
請
願
で

あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
医
療
制
度
を
維

持
す
る
に
は
、
世
代
間
や

同
世
代
間
に
お
け
る
公
平

な
負
担
を
す
べ
き
で
あ

り
、
各
自
の
負
担
能
力
に

応
じ
た
負
担
を
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
反

対
す
る
意
見
。

　
現
在
引
き
上
げ
は
検
討

段
階
で
あ
る
も
の
の
、
年

金
生
活
者
に
と
っ
て
は
２

割
へ
の
引
き
上
げ
は
負
担

が
大
き
い
た
め
賛
成
す
る

意
見
。

　
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

第
410
回
臨
時
会

議
案
第
47
号　
（
仮
称
）

矢
吹
泉
崎
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

建
築
工
事
（
上
り
線
）
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

第
２
条
の
規
定
に
基
づ
く

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

に
付
し
た
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て
下
記
に
よ
り
締

結
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
５
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。

①
契
約
の
目
的

　
（
仮
称
）
矢
吹
泉
崎
バ
ス
ス

ト
ッ
プ
建
築
工
事
（
上
り
線
）

②
契
約
の
方
法

　
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

③
契
約
の
金
額

　
金
５
１
、
８
４
０
、
０
０
０
円

④
契
約
の
相
手
方

　
会
社
名

　
株
式
会
社
平
成
工
業

　
代
表
取
締
役

�

　
小
室　
　
敏

　
原
案
の
通
り
可
決
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政
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問
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（
一
般
質
問
）

��薄
うす
葉
ば
　好
よし
弘
ひろ
　議員

そ
の
他
の
質
問

・��

農
業
振
興
に
つ
い
て

薄
葉　
⑴
平
成
29
年
度
に

認
知
さ
れ
た
当
町
の
い
じ

め
の
小
中
学
校
ご
と
の
件

数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

⑵
不
登
校
の
小
中
学
生
並

び
に
暴
力
行
為
の
発
生
件

数
は
。

　
学
校
ご
と
に
実
態
は
ど

う
な
の
か
。

⑶
教
育
委
員
会
は
解
決
に

向
け
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
を
活

用
し
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

教
育
長　

過
去
３
年
間
、

本
町
の
小
中
学
校
に
お
け

る
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、

平
成
27
年
度
７
件
、
平
成

28
年
度
17
件
、
平
成
29
年

度
32
件
で
あ
り
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
の
小
中
学

校
で
認
知
し
た
い
じ
め
の

行
為
と
し
て
は
、
悪
口
・

冷
や
か
し
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、
軽
く
ぶ
つ
か
る
、

遊
ぶ
ふ
り
で
た
た
く
、
仲

学校教育について

答  適切な対応と指導を行う

間
は
ず
れ
等
で
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
の
不
登
校

報
告
件
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
矢
吹
小
学
校
、
中
畑

小
学
校
、
三
神
小
学
校
は

そ
れ
ぞ
れ
０
件
で
あ
り
、

善
郷
小
学
校
は
２
件
、
矢

吹
中
学
校
は
14
件
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　
暴
力
行
為
の
発
生
件
数

は
小
中
学
校
共
に
０
件
で

あ
る
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用

で
す
が
各
小
中
学
校
に
１

名
ず
つ
配
置
し
て
お
り
、

平
成
29
年
度
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
件
数
は
172
件
、
全

体
の
24
・
３
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
教
育

委
員
会
で
１
名
配
置
し
て

お
り
、
学
校
で
対
応
が
難

し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も

補
完
的
に
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

消
防
署
建
設
予
定
地
に
つ
い
て

答  

旧
総
合
運
動
公
園
用
地
内
を
選
定

薄
葉　
⑴
新
た
な
建
設
予

定
地
の
選
定
作
業
は
、
具

体
的
に
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
の
か
。

⑵
新
た
な
建
設
候
補
地
が

選
定
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

今
後
建
設
に
向
け
た
整
備

計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

具
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

⑶
八
幡
町
地
内
に
購
入
し

た
土
地
は
、
協
力
頂
い
た

地
権
者
と
の
協
議
も
踏
ま

え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
利

活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
旧
総
合
運
動
公
園

用
地
内
を
選
定
し
、
白
河

地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
の
了
承
を
得
た
。

　
10
月
７
日
に
文
京
地
区

住
民
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
。
反
対
意
見
は
な

く
、
ま
た
鍋
内
地
区
、
寺

内
地
区
か
ら
も
、
問
題
は

な
い
と
の
お
話
を
い
た
だ

い
た
。

　
11
月
14
日
に
全
町
民
を

対
象
と
し
た
説
明
会
で

も
、
異
論
は
な
く
、
理
解

が
得
ら
れ
た
。

　
11
月
22
日
に
白
河
地
方

広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

に
用
地
の
土
地
を
確
保
し

た
旨
の
通
知
を
し
、
了
解

を
得
た
。

　
八
幡
町
の
用
地
は
元
地

権
者
に
返
す
こ
と
で
、
合

意
解
除
に
至
っ
た
。

　
今
後
の
整
備
計
画
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
実
施
設
計

を
行
っ
た
後
、
今
年
度
中

に
造
成
工
事
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。

　
現
段
階
で
の
組
合
の
予

定
と
し
て
は
、
平
成
31
年

度
に
地
盤
調
査
、
実
施
設

計
、
平
成
32
年
度
か
ら
平

成
33
年
度
に
か
け
て
庁
舎

の
建
設
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

現在の矢吹消防署
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そ
の
他
の
質
問

・��

国
の
方
針
に
左
右
さ
れ

な
い
幼
保
無
償
化
を
。

冨
とみ
永
なが
　創
そう
造
ぞう
　議員

複
合
施
設
の
運
営
体
制
は

答 
年
度
末
に
示
す

冨
永　
複
合
施
設
の
運
営

体
制
は
公
民
連
携
と
の
こ

と
だ
が
、
運
営
の
顔
が
分

か
る
具
体
的
方
向
性
は
。

町
長　
指
定
管
理
者
制
度

や
包
括
的
民
間
委
託
を
検

討
、
民
間
業
者
、
教
育
委

員
会
、
４
つ
の
機
能
、
と

の
連
携
を
図
る
運
営
体
制

の
原
案
を
年
度
末
に
示

す
。

冨
永　
情
報
発
信
の
場
で

あ
る
町
民
交
流
ホ
ー
ル
に

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
の
活
用
は
あ
る
か
。

冨
永　
『
矢
吹
町
中
央
公

民
館
』『
矢
吹
町
図
書
館
』

の
文
字
を
残
す
考
え
は
。

町
長　
複
合
施
設
の
愛
称

と
組
み
合
わ
せ
た
表
記
方

法
や
場
所
を
詰
め
る
。

答 土地の賃借料を支援

町
長　
「
電
子
看
板
」
と

呼
ば
れ
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
機
器
や
設
置
場

所
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

特別養護老人ホームについて

冨
永　
『
広
域
型
』
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
経
営

実
現
に
向
け
た
、
他
市
町

村
か
ら
の
負
担
や
支
援
は

あ
る
の
か
。

町
長　
支
援
要
請
は
し
て

い
な
い
。
他
市
町
村
か
ら

の
支
援
や
負
担
は
な
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

冨
永　
特
養
ホ
ー
ム
介
護

の
充
実
と
質
の
向
上
を
求

め
る
目
的
で
、
本
町
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
れ
る
の

か
。

町
長　
特
養
ホ
ー
ム
の
指

導
及
び
監
査
は
県
が
実
施
。

町
が
施
設
の
調
査
、
指
導

を
行
う
こ
と
は
な
い
。

冨
永　
町
有
地
10
年
間
賃

借
料
を
取
ら
な
い
以
外

に
、
本
町
の
負
担
や
支
援

は
あ
る
の
か
。

町
長　
町
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
土
地
の
賃
借
料
以

外
の
支
援
の
考
え
は
な

い
。

冨
永　
特
養
ホ
ー
ム
へ
の

町
支
援
は
大
き
過
ぎ
る
。

見
直
す
考
え
は
。

企
画
総
務
課
長　
公
益
的

事
業
の
場
合
の
財
産
無
償

貸
与
等
の
条
例
に
基
づ

き
、
無
償
と
す
る
。

複合施設（図書館部分）の平面図
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鈴
木　
事
業
の
総
予
算
の

内
訳
と
資
金
使
途
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
補
助
申
請
額
、
２

８
７
５
万
８
０
０
０
円
の

う
ち
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
の
２
分
の
１
で
あ

る
、
１
４
０
０
万
円
が
交

付
さ
れ
、
負
担
金
分
の
１

４
０
０
万
円
に
対
す
る
財

政
措
置
は
、
５
割
が
普
通

交
付
税
、
残
り
５
割
が
特

別
交
付
税
で
措
置
さ
れ
、

対
象
外
の
75
万
８
０
０
０

円
が
町
負
担
で
す
。

鈴
木　
当
町
の
上
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
、
民
営
化

や
広
域
連
携
等
を
検
討
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長　
広
域
連
携
の
動
向

に
つ
い
て
は
県
が
主
体
と

な
っ
て
、
県
内
全
域
、
地

区
単
位
で
課
題
や
知
識
を

深
め
て
い
る
。

鈴
木　
人
口
減
少
社
会
が

予
想
さ
れ
て
い
る
中
、
上

下
水
道
事
業
の
10
年
後
、

20
年
後
の
収
益
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
老
朽
化
に

よ
る
修
繕
費
用
等
の
予
測

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

町
長　
給
水
人
口
を
推
計

し
た
結
果
、
平
成
38
年
が

１
万
５
７
５
０
人
と
、
約

５
％
減
少
を
見
込
ん
で
い

る
。
料
金
徴
収
の
対
象
と

道の駅仮設実験店舗について

答  矢吹総動員で取り組んでいる

鈴
すず
木
き
　隆
たか
司
し
　議員

鈴
木　
期
間
中
の
来
場
者

数
と
収
支
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長　
現
在
集
約
途
中
で

す
。

鈴
木　
期
間
中
、
運
営
を

委
託
し
た
団
体
か
ら
の
意

見
や
提
案
、
要
望
等
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長　
今
後
開
催
さ
れ
る

第
２
回
仮
設
実
験
店
舗
運

営
部
会
で
意
見
を
伺
い
、

開
業
に
向
け
た
課
題
整
理

と
提
案
を
ま
と
め
る
。

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

答  「
矢
吹
町
上
下
水
道
経
営
戦
略
」
を
立
て
て
い
る

な
る
有
収
水
量
も
５
％
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
下

水
道
事
業
も
人
口
減
少
等

に
伴
う
料
金
収
入
の
減

少
、
老
朽
化
施
設
の
更
新

や
延
命
化
の
費
用
を
見
込

ん
で
い
る
。
ま
た
、
下
水

道
整
備
関
連
の
交
付
金
を

活
用
し
、
計
画
的
な
拡

張
・
整
備
を
行
い
、
受
益

地
の
拡
大
、
接
続
向
上
等

経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め

る
。

「おいしい矢吹マルシェ」店内の様子

鈴
木　
民
営
化
、
広
域
連

携
、
官
民
連
携
の
運
営
法

に
つ
い
て
、
当
面
当
町
の

選
択
肢
を
ど
う
考
え
て
い

く
の
か
伺
う
。

町
長　
現
段
階
で
は
広
域

連
携
を
最
優
先
、
又
経
営

基
盤
の
強
化
を
図
り
総
合

的
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・ 

消
防
署
移
転
建
設
に
つ

い
て

水道施設（五本松配水池）
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未舗装の幹線水路敷

三
村　
道
の
駅
地
域
協
議

会
が
補
助
金
を
受
け
、
流

通
研
究
所
に
２
４
９
０
万

円
で
委
託
を
し
て
い
る
が
、

協
議
会
へ
の
29
年
度
、
30

年
度
の
補
助
金
額
は
い
く

ら
か
。

産
業
振
興
課
長　
各
年
度

２
５
０
０
万
円
で
す
。

三
村　
会
の
事
務
局
は
。

産
業
振
興
課
長　
産
業
振

興
課
で
担
当
し
て
い
ま

す
。

三
村　
副
町
長
が
地
域
協

議
会
長
、
会
計
が
産
業
振

興
課
で
補
助
事
業
の
申

請
、
交
付
の
決
定
を
す
る

こ
と
は
、
内
部
牽
制
と
か

監
査
が
で
き
て
い
る
の

か
。

三
村　
通
学
路
と
し
て
も

重
要
、
計
画
通
り
32
年
度

末
迄
に
完
成
で
き
る
の

か
。

町
長　
全
長
１
５
２
０
ｍ

の
内
、
４
８
０
ｍ
が
整
備

済
、
本
年
度
は
40
ｍ
の
改

良
工
事
、
遅
れ
て
い
る
理

由
は
、
交
付
金
の
要
望
に

対
し
50
％
の
内
示
率
の

為
。
次
年
度
以
降
優
先
度

を
高
め
進
め
る
。

三
村　
新
町
西
道
路
が
完

成
間
近
と
な
っ
て
い
る

が
、
西
側
エ
リ
ア
の
開
発

と
一
体
で
あ
る
べ
き
。
大

町道の整備（羽鳥幹線水路敷、新町西道路）
答 舗装工事整備率32％、優先度を高め進める

そ
の
他
の
質
問
事
項

・  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
利
用
料
金
は
。

道
の
駅
推
進
事
業
は

答 
地
域
協
議
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

��三
み
村
むら
　正
まさ
一
いち
　議員

型
店
舗
の
進
出
、
地
権
者

会
に
つ
い
て
の
経
過
は
。

町
長　
大
型
店
舗
と
協
議

は
継
続
中
、
早
期
実
現
を

目
指
す
。
先
日
、
地
権
者

会
の
再
活
動
に
つ
い
て
協

議
し
た
。
代
表
者
が
決
定

さ
れ
協
議
が
進
む
よ
う
支

援
し
た
い
。

三
村　
大
型
店
舗
の
進
出

協
議
内
容
に
つ
い
て
。

産
業
振
興
課
長　
28
年
６

月
か
ら
庁
舎
内
で
進
出
予

定
先
の
常
務
取
締
役
と
協

議
中
。

産
業
振
興
課
長　
町
監
査

員
の
監
査
を
受
け
て
い

る
。

三
村　
矢
吹
町
総
動
員
で

や
る
の
で
あ
れ
ば
、
２
５

０
０
万
円
を
町
民
み
ん
な

に
有
効
に
使
う
べ
き
、
こ

の
よ
う
な
丸
投
げ
方
式
で

は
、
町
民
の
負
担
を
増
や

す
だ
け
に
な
る
の
で
、
道

の
駅
に
つ
い
て
は
、
反
対

で
あ
る
。

実験店舗オープニング

道の駅イメージ図
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

��安
やす
井
い
　敬
たか
博
ひろ
　議員

安
井　
当
町
の
国
保
税
は

県
が
示
し
た
標
準
保
険
料

よ
り
高
い
の
で
は
な
い

か
。
差
異
を
示
せ
。

町
長　
所
得
割
は
県
10
・

03
％
、
町
10
・
64
％
で
プ

ラ
ス
０
・
61
％
、
均
等
割

は
県
３
万
４
千
９
９
２

円
、
町
３
万
４
千
７
百
円

で
プ
ラ
ス
２
０
８
円
、
平

等
割
は
県
２
万
２
千
７
９

１
円
、
町
３
万
３
千
円
で

プ
ラ
ス
１
万
２
０
９
円
で

す
。

安
井　
福
島
県
と
矢
吹
町

の
国
保
基
金
の
残
高
は
。

安
井　
現
在
の
指
定
管
理

者
が
応
募
し
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。

町
長　
応
募
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
等
に
つ
い
て
は
、

団
体
と
し
て
の
判
断
な
の

で
、
答
弁
は
控
え
ま
す
。

安
井　
答
え
ら
れ
な
い
事

情
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ

の
事
情
等
を
加
味
し
た
上

で
の
、
募
集
要
綱
等
に
変

更
は
あ
っ
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
目
的
が

中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
と
い
う
よ
う
な

こ
と
な
の
で
、
前
回
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
。

重い国民健康保険税の負担軽減を

答 今後の運用を見ながら検討します

大
正
ロ
マ
ン
の
館
、
事
業
評
価
と

 

今
後
の
方
向
は

答 

事
業
終
了
後
に
評
価
し
、
前
回
同
様
の
運
営

安
井　
学
習
室
と
会
議
室

を
備
え
、
公
民
館
的
機
能

を
持
つ
が
、
臨
時
休
業
は

な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い

か
。

産
業
振
興
課
長　
休
館
日

は
事
前
に
取
り
決
め
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

産
業
振
興
課
と
協
議
の
上
、

利
用
者
に
も
知
ら
せ
る
こ

と
を
条
件
に
し
て
い
ま

す
。

大正ロマンの館

そ
の
他
の
質
問
事
項

・  

無
資
格
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

よ
る
健
康
被
害
問
題
に

つ
い
て

保
健
福
祉
課
長　
県
は
約

１
５
３
億
円
、
町
は
３
億

円
で
す
が
、
先
の
９
月
議

会
で
１
億
１
千
３
百
万
円

を
増
額
す
る
予
算
措
置
を

し
て
い
ま
す
。

安
井　
県
・
町
基
金
残
高

や
、
標
準
保
険
料
率
と
の

差
異
な
ど
か
ら
、
さ
ら
な

る
引
き
下
げ
が
可
能
で

は
。

保
健
福
祉
課
長　
今
年
度

実
績
、
被
保
険
者
数
等
を

見
な
が
ら
検
討
を
し
ま

す
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

青
山　
消
防
署
建
設
予
定

地
へ
の
反
対
運
動
を
町
長

は
予
測
不
可
だ
っ
た
と
言

う
が
、
全
国
的
に
吹
鳴
等

の
訴
訟
事
例
が
多
い
。
予

測
不
可
は
、
地
域
住
民
へ

の
説
明
無
く
意
思
疎
通
を

欠
き
、
行
政
執
行
者
と
し

て
私
見
に
乏
し
く
そ
の
責

任
が
問
わ
れ
る
の
で
は
。

町
長　

弁
護
士
と
相
談

し
、
町
民
が
望
む
、
歓
迎

す
る
も
の
に
対
し
て
反
対

運
動
は
予
測
で
き
な
か
っ

た
の
で
責
任
は
な
い
。
建

設
予
定
地
の
変
更
で
解
決

済
み
。

青
山　
建
設
予
定
地
の
元

地
権
者
と
の
契
約
解
除
に

は
補
償
に
関
す
る
項
目
が

あ
る
。
今
後
損
失
が
あ
る

場
合
の
補
償
は
町
又
は
、

元
地
権
者
の
要
望
か
。

青
山　
９
月
議
会
の
一
般

質
問
で
、
消
防
署
予
定
地

を
以
後
ど
う
対
応
す
る
の

か
を
質
問
し
た
。
答
弁
は

今
後
検
討
す
る
旨
だ
っ

た
。
町
長
は
こ
の
３
時
間

後
に
別
室
で
与
党
会
の
議

員
だ
け
を
集
め
て
４
か
所

の
候
補
予
定
地
を
説
明
し

て
い
る
。
与
党
会
所
属
議

員
以
外
の
議
員
は
11
月
30

日
ま
で
知
ら
さ
れ
ず
、
不

公
平
、
不
平
等
、
不
透
明

な
町
政
運
営
が
さ
れ
た
。

一部議員の意見による意思決定、合意形成か
答 特定の議員の意見を聞く事は問題ない

消
防
署
予
定
地
変
更
に
よ
る
責
任
、
補
償
は

答   
反
対
運
動
は
想
定
外
で
変
更
に
よ
る

損
失
損
害
は
一
切
な
い

青
あお
山
やま
　英
ひで
樹
き
　議員

地
方
自
治
の
本
旨
と
し
て

の
二
元
代
表
制
、
機
関
対

立
競
争
主
義
の
否
定
で
あ

る
。
公
共
統
治
、
意
思
決

定
、
合
意
形
成
と
い
っ
た

ガ
バ
ナ
ン
ス
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？

町
長　
あ
く
ま
で
も
意
見

を
聞
く
場
。
透
明
性
、
責

任
性
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お

い
て
も
問
題
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

町
長　
補
償
は
一
年
間
耕

作
で
き
な
か
っ
た
部
分
と

原
状
回
復
費
用
の
部
分
で

あ
る
。
損
失
、
損
害
の
発

生
は
、
現
時
点
で
は
無
い

と
お
互
い
が
確
認
済
み
。

消防署庁舎移転予定地

予定地

至
中
畑
地
区

至
矢
吹
地
区

文京町
文　京　団　地
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行
政
視
察
報
告

視 察 日　平成30年10月３日㈬
視察場所　埼玉県入間市役所
調査案件　子育て包括支援センター

　平成32年度末までに設置が求められている、
子育て包括支援センターの先進事例を調査しま
した。
　入間市では、児童虐待防止の取組が喫緊の課
題であり、０歳児の虐待防止には、妊娠期から
のアプローチが必要であることから、センター
おいて妊娠期から子育て期まで切れ目のない包
括的な支援体制を実施していました。
・�妊婦の状況把握の為、母子健康手帳交付時に
保健師による面接実施（全妊婦との面接は概
ね達成）
・�面接により要支援者に対する個別プラン作
成、サポート体制整備と関係機関との連携・
情報共有が行われていました。
　当町においても、ワンストップの子育て支援
策の具体的な取組が必要であると感じました。

視 察 日　平成30年10月３日㈬
視察場所　産業生産法人株式会社赤城深山ファーム（群馬県渋川市）
調査案件　６次化産業　及び耕作放棄地解消への取組みについて

　赤城深山は平成15年から耕作放棄地でのそ
ば作りを開始し、現在は150ha規模のそば専
作事業体となり、そば粉の加工・販売を行って
いる企業農家であります。特徴は、黒化率
70％の早刈り、600ｍの標高差のある耕地分
散を逆手に取った作業ピークの平均化、GAP
の導入による作業工程管理で、従業員間の情報
共有を図っています。
　夏秋そばの２期作で年商１億４千万円、27
年度に全国農業コンクールで農林水産大臣賞を
受賞している。本町における耕作放棄地の対策
や６次化商品の開発に大変価値のある調査でし
た。

総務教育常任委員会

産業民生常任委員会

総務教育常任委員会視察

産業民生常任委員会視察

調査した委員
委 員 長 三村　正一
副委員長 鈴木　隆司

委　　員 栗崎千代松
加藤　宏樹
安井　敬博
大木　義正

調査した委員
委 員 長 鈴木　一夫
副委員長 冨永　創造
委　　員 藤井　精七

熊田　　宏
青山　英樹
薄葉　好弘
角田　秀明
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行
政
視
察
報
告

視 察 日　平成30年10月30日㈫
調査場所　宮城県加美町役場
調査案件　議会広報の編集について

　加美町議会の議会広報については、町村議会
全国コンクールで平成29年度全国９位の優秀
賞を受賞している議会です。
　「住民が関心を持ち読んでもらえることを第
一に住民と議会のパイプ役との考えに立ち簡
潔、公正に努め審議過程の掲載と住民に関係の
深いものを重点に取り上げる」編集方針で行わ
れておりました。
　議会モニター制度、一般質問の編集方法、一
般質問の追跡シリーズ「あれからどうなった」
コーナー等の取り組みがなされておりました。
　今回の調査は大変有意義なものでした。町民
に親しまれる広報づくりに活かしてまいりま
す。

議会広報委員会

議会広報委員会視察

調査した委員
委 員 長 冨永　創造
副委員長 鈴木　隆司

委　　員 鈴木　一夫
加藤　宏樹
三村　正一

第
13
回
子
ど
も
議
会
の
前
半
・
後
半
議
長

　子ども議会に参加して、議会では何をしてい
るのかを知る事ができました。議会でのマ
ナー、特に議場に入る時や議長席に行く時など
で、あいさつや礼をする事を知りました。議会
では、町長さんや教育長さんなどが、矢吹町を
良くするために、答弁をする事が分かりまし
た。僕は議長を務めていたので、質問する場面
はありませんでしたが、少し質問をしたかった
なと思いました。子ども議会では議員一人一人
に役が決まっていて、できる事は限られている
んだと思いました。再質問では、答弁を聞いて
すぐに対応できるというのがすごいと思いまし
た。議会の質問や答弁の時、ボタンを左手で押
して、右手を上げるというシステムがあるのが
おもしろいと思いました。議会では普段使わな
い言葉があって難しい部分もあったけれど、最
後まで内容を聞き取ることができました。初め
ての議会だったので良い経験になりました。

　僕は、10月26日の「子ども議会」で議長を務
めました。議場に入った時は、町長さんや教育
長さんなど、とても偉い人がたくさんいたので
とても緊張しました。でも、他の学校の議員さ
ん達も緊張しているように見えたので、「自分
だけではないのだ」と少し安心しました。
　僕は、リハーサルの時に緊張して早口になっ
てしまい、つまずいたり、かんでしまったりし
て失敗してしまいました。だから、たくさん練
習してゆっくり話すことを意識して議会に臨み
ました。
　名前が呼ばれて、議長席に一歩一歩行くにつ
れてとても緊張しました。だけど、練習してき
たゆっくり話すことを意識してはっきりと話す
と、だんだん落ち着いてきて無事に議会を進め
ることができました。
　今回、議長席に座るなど貴重な体験をさせて
いただき、ありがとうございました。

議
長
番
号　

４
番

　
（
前
半　

議
長
）

　

三
神
小
学
校

�

加
藤　

諄
也　
君

議
長
番
号　

３
番

　
（
後
半　

議
長
）

　

善
郷
小
学
校

�

平
賀　

大
道　
君
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
大
き
な
出
来
事
が

目
白
押
し
で
あ
り
、
あ
る
意

味
変
化
と
激
動
の
一
年
と
な

り
そ
う
で
す
。

４
月
・

働
き
方
改
革
関
連
法

が
施
行

　
　

・

入
管
法
（
出
入
国
管

理
法
）
改
正

　
　

・

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
10
連
休

５
月
・

新
元
号
の
発
布

７
月

・
参
議
院
選
挙

10
月
・

消
費
税
10
％
に

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年

が
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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遠　

藤　

耀　

平�
�

(

北
町)

みんなのひろば

人事案内

小　針　啓　幸（新任）
矢吹町中沖17番地

昭和55年１月24日生
任期　平成3 1年４月１日～
　　  平成34年３月31日

（３年間）

人
権
擁
護
委
員

　

��　

�

国
民
の
人
権
侵
害
を
監
視
・
是
正
し
人
権

思
想
を
広
め
る
仕
事
を
し
ま
す
。

１月６日消防団出初め式

　

中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
５
年
の
月
日
が
流
れ
、
私
た
ち

は
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
全

て
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
陰
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
小
学
６
年
生
の

こ
ろ
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
ま
し
た
。
家
も
崩
れ
、
町

外
や
県
外
に
避
難
し
た
人
た
ち
も
多
く
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

辛
く
苦
し
い
状
況
の
中
、
矢
吹
町
は
、
復
興
に
向
け
た
活
動

や
取
り
組
み
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
へ
の
発
展
を
遂
げ
、

私
た
ち
を
支
え
、
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

人
情
に
溢
れ
、
田
園
風
景
に
囲
ま
れ
た
、
美
し
く
素
晴
ら
し

い
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
幸
福
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
仕
事
や
学
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く

道
を
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
失
敗
や
上
手
く
い
か

な
い
事
な
ど
、
壁
が
立
ち
ふ
さ
が
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
何
が
あ
っ
て
も
諦
め
ず
、
果
敢
に
立
ち

向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
、
発
展
を
続
け
て
い
る
こ
の
開
拓
の

町
の
よ
う
に
、
簡
単
に
め
げ
る
こ
と
な
く
、
常
に
新
た
な
道

を
切
り
開
け
る
よ
う
な
人
間
で
あ
る
よ
う
努
め
よ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
歩
み
を
止
め
ず
、
さ
ら
に
ま
す
ま
す
勇
往

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


